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固
定
資
産
税
の
土
地
と
家
屋
の

評
価
額
は
三
年
巴
一
度
評
価
替
え

が
行
わ
れ
ま
す
。

平
成
二
一
年
度
は
、
こ
の
評
価

替
え
の
年
仁
あ
左
り
ま
す
の
で
、

土
地
と
家
屋
の
評
価
の
見
直
し
を

行
い
ま
す
。

土
地
の
評
価
替
え

宅
地
等

前
回
(
平
成
九
年
度
)
巴
引
き

続
き
、
国
の
地
価
公
一
部
価
格
の
七

割
程
度
を
目
標
巴
評
価
替
え
を
行

い
ま
す
。

ま
芝
、
宅
地
等
の
評
価
替
え
は
、

原
則
と
し
て
、
評
価
替
え
年
度
の

前
年
の

一
月
一
日
(
会
回
で
あ
れ

ば
平
成
-
一
年
一
月
一
日
)
の
地

価
を
基
準
と
し
て
評
価
を
行
う
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
地
価
の

下
落
傾
向
が
続
い
て
い
る
こ
と
か

ら
、
ム
フ
回
の
評
価
替
え
巴
お
い
て

も
、
前
回
と
同
様
巴
、
価
格
基
準

日
以
降
半
年
間
(
平
成
二
年
一

月
一
日
か
ら
七
月
一
日
)
巳
地
価

が
下
落
し
だ
と
認
め
ら
れ
る
宅
地

等
に
つ
い
て
は
、
半
年
間
の
変
動

率
を
評
価
額
巴
反
映
し
て
評
価
替

え
を
行
い
ま
す
。

農
地
・
山
林
(
市
街
化
区
域
農

地
、
転
用
許
可
を
受
け
だ
農
地
等

は
除
き
ま
す
。
)

前
回

(
平
成
九
年
度
)
の
評
価

額
が
そ
の
ま
ま
据
え
置
か
れ
る
見

込
み
で
す
o
E
E
し
、
ほ
場
整
備

を
行
つ
だ
農
地
で
、
平
成
二
年

ま
で
巳
全
工
区
の
換
地
が
完
ゴ
し

て
い
る
地
区
の
農
地
は
評
価
の
見

直
し
を
行
い
ま
す
。

家
屋
の
評
価
替
え

基
本
的
な
万
法
は
こ
れ
ま
で
と

変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、
建
築
資

材
の
価
格
変
動
等
巴
対
応
し
て
評

価
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

固定資産課税台帳縦覧期間・
第1期納期限の延期について

平成12年度は、地方税法の一部改正

等の関係lこよりまして、縦覧期間等が

次のとおり延期されます。

1 . 縦覧期間

税
負
担
の
調
整

平
成
六
年
度
の
評
価
替
え
か

ら
、
土
地
評
価
額
の
上
昇
巴
伴
い
、

税
負
担
、
ガ
急
激
に
増
加
し
な
い
よ

う
毎
年
負
担
調
整
が
図
ら
れ
て
き

ま
し
だ
、
か
、
平
成
二
一
年
度
以
降

ち
、
地
万
税
法
上
の
措
置
巴
よ
り
、

な
だ
ら
か
な
税
額
の
増
加
と
な
る

よ
う
調
整
、
か
行
わ
れ
る
見
込
み
で

す
。

平成12年4月 7 日~

平成12年4月20 日

午前8時30分~午後5時15分

(士・日曜日は除く)

縦覧場所

重信町役場税務課

第 1 期納期限

平成12年5月31 日

し

2. 

3. 
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国
民
年
金
前
納
キ
ャ
シ
ペl
シ
実
施
!

四
月
中
に
平
成
一
二
年
度
の
締
め
切
り
は
、
五
月
三
一
日

国
民
年
金
保
険
料
を
一
年
分
前
必
着
と
し
ま
す

。

納
さ
れ
る
方
巴
楽
し
み
な
お
知
当
選
発
表
は

、
図
書
券
巴
つ

ら
せ
で
す
。
い
て
は
「
ね
ん
き
ん
愛
媛
七
月

抽
選
で
六

O
名
様
巴
図
書
号
」
の
紙
面
で
発
表

、

テ
レ
ホ

券
、
二
O
O

名
様
巴
テ
レ
ホ
ン
ン
力
l
ド
は
、
発
送
を
も
っ
て

力
l
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

1

・
代
え
さ
せ
て
い
定
吉
き
ま
す
。

応
募
万
法
は
、
官
製
は
が
き

巴
あ
な
だ
の
基
礎
年
金
番
号

、

郵
便
番
号

、

住
所
、

氏
名
、
年

齢
、
職
業
、
電
話
番
号
、
国
民

年
金
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
質

問
を
一
記
入
の
う
え
、
〒
七
九
O

|
c
o
o
-
松
山
市
一
番
町

一l
l

九
|
一
五
愛
媛
社
会
保
険

事
務
局
国
民
年
金
前
納
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
係
へ
送
付
し
て
く
古

さ
い
。

社会保険出彊相談所

納
め
忘
れ
も
防
げ
ま
す
。
便

利
で
お
ト
ク
な
保
険
料
の
前
納

制
度
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
!

平
成
一
二
年
度
の
保
険
料
を

四
月
二
八
日
ま
で
巳
一
括
し
て

納
め
る
と
一
五
五
、
七
五

O
円

(
毎
月
一
三
、

三
O
O
円
)
と

な
り
、
年
間
三
、
八
五

O
円
お

得
で
す
。

健康保険・年金について相談専門員

が個別lこ相談|こ応じます。

どな左でも無料ですのでお気軽に

ご利用く定さい。

とき平成12年4月3日但)

午前10時~午後4時

重信町商工会館1F相談室

冨964-1254

(重信町見奈良)

社会保険相談専門員

(松山東社会保険事務所)

※年金相談にお越しのときは、 年金

手帳、基礎年金番号通知書、 ま定

年金受給者の方|芯年金証書をご持

参くだ、さい。

ところ

相談員



シリーズ
介護保険制度⑩

要
介
護
認
定
の

申
請
は

お
済
み
で
す
か
?

い
よ
い
よ
来
月
か
ら
介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。
昨
年
一
O
月
か
ら
始
ま
つ
定
要
介
護

認
定
は
、
平
成
一
二
年
一
月
末
で
四
三
五
名
の
方

、

か
申
請
を
さ
れ
、
三
七

O
名
の
万
の
認
定
、
か
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
寝
疋
き
り
や
痴
呆
な
ど
で
自
宅
や
施
設

で
介
護
を
受
け
て
い
る
万
で
、
来
月
以
降
ち
引
き

続
き
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
予
定
さ
れ
て
い
る

万
や
、
新
E
C

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
お
考
え

の
方
は
要
介
護
認
定
が
必
要
で
す

。

申
請
受
付
の

期
限
日
は
特
巴
あ
り
ま
せ
ん
が
、
申
請
か
ら
認
定

結
果
通
知
が
お
手
元
巴
届
く
ま
で
巴
約

一
ヶ
月
ほ

ど
か
か
り
ま
す
の
で
、
早
め
仁
申
請
を
済
ま
さ
れ

る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
な
お
、
申
請
は
本

人
や
家
族
の
ほ
か

C
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
や

介
護
保
険
施
設
巴
代
行
し
て
ち
ら
う
こ
と
も
で
き

ま
す
。

申
請
方
法
な
ど
に
つ
い

て
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ

る
場
合
は
、
役
場
保
険
年

金
課
介
護
保
険
係
(
富
九
六

回
l

二
O
O

一
的
内
線
五

五
一
・
五
五
二
)
ま
で
、
お

問
い
合
わ
せ
<
芝
さ
い
。

寸

J

-
\
沖
ゆ
ン
要
介
護

認
定
の
結
果
通
知
書
が
届

-

一一一
一
円
\
山
いた
の
で
す
が
、
そ
の
後
の
手
続
き

一

←/
た
ね砲
は
ど

う
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
か
?

←

一\
寸
P

ノ
要
支
援
ま
左
は
要
介
護
の
認
定
を

一

一一?
ud受
け
定
方
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利

一

一
/
/
ν
K

用
す
る
定
め
巴
、
そ
の
状
態
の
区
分



-c
応
じ
左
ケ
?
プ
ラ
ン
(
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
)



一を
作
成
す
る
よ
う
巴
な
り
ま
す。

一

回

ケ
ア
プ
ラ
ン
は
、
本
人
や
家
族
で
作
成
す
る


-
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、
そ
の
際
に
は
適
切
な
サ



一ー
ビ
ス
の
組
み
合
わ
せ
を
考
え
て
書
類
を
作
成

一

一し
だ
り
、
利
用
す
る
施
設
と
の
連
絡
調
整
を
行

一

-
っ
E
り
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
か
芯
リ



一煩
雑
な
手
続
き
と
な
り
ま
す

。

そ
こ
で
ケ
?
プ

一

一ラ
ン
の
作
成
区
つ
い
て
は
、
指
定
居
宅
介
護
支

一

-
援
事
業
者
(
県
か
ら
指
定
を
受
け
芝
居
宅
介
護

-

-
支
援
事
業
者
)
を
ご
自
分
で
選
択
し
左
上
で
、

-

一そ
の
事
業
者
仁
ケ
?
プ
ラ
ン
の
作
成
を
依
頼
さ

一

一れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。



-

ま
芝
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
を
指
定
居
宅
介



一護
支
援
事
業
者
に
依
頼
さ
れ
る
方
は
、
そ
の
事

一

←業
者
と
連
絡
を
と
っ
て
、
要
支
援
ま
定
は
要
介

一

-
護
と
認
定
さ
れ
定
万
に
対
し
て
お
送
り
し
て
い

-

-
る
「
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
依
頼
届
出
書
」

-

一c
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
役
場
保
険
年
金

一

-
課
介
護
保
険
係
ま
で
必
ず
提
出
し
て
く
芝
さ

-

-
い
。

-

一
な
お
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
に
ケ
ア

一

←プ
ラ
ン
の
作
成
を
依
頼
し
た
場
合

の
利
用
者
負

←

一
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。



「

L

。 保険料を納めないまま40歳まで来てしまいました。
今から納め始めても年金を受け取るために最低必要な
25年をクリアすることができないので、保険料I~掛け
檎てに怒ってしまうのですか。
受け取るために何か方法はないですか。

4d4 
d週P

A ω歳以後の任意加入制度を利用してください。
国民年金では60歳まで|こ受給資格期間を満足せない万

のだめlこ、 60歳以後も65歳まで任意加入することができ
ます。あな定の場合、 60歳までは20年あり、年金の受給

要件である25年|こはあと5年足りおいわけですから、 60歳

以後も引き続き国民年金|こ加入して保険料を納めていけば

大丈夫です。

なお、 昭和30年4月 1 日以前lこ生まれ定人|こついては、

65歳まで|こ25年を満だせなければ70歳まで任意加入する

ことができます。

5 広報しげのぷ 3月号



議.0. 
Z玄1住女

町
長
と
語
る
会

一
月
一
三
目
、
女
性
会
議
で
は

「
町
長
と
語
る
会
」
を
開
催
い
だ
し

ま
し
定
。

事
前
巴
お
渡
し
し
て
お
い
芝
町

政
巳
つ
い
て
の
資
料
巴
基
づ
い
て

進
行
し
ま
し
芝
。

介
護
保
険
全
般
巳
つ
い
て
は
、

全
地
区
で
説
明
会
を
開
き
、

保
険
料
巴
つ
い
て
は
、

A

中
予
地
区
は
医
療
福

4
1

祉
施
設
等
も
整
っ
て

お
り
、
サ
ー
ビ
ス

h
川Y
-』
い
ド4

も
充
実
し
て
い
る

」
川V
!
・
し

と
思
わ
れ
る
の
で

〔
町

一

料
金
も
高
く
な
る

・ 一
J

1

4
!
s

可
能
性
が
あ
る

戸一

a

が
、

少
し
で
も
負

4
a-
i
J

副

担
を
軽
く
す
る
よ

手
E
a

泳
掛
闘

う
仁
検
討
し
て
い

剖
習
熱
A
蹴
圏

る
そ
う
で
す
。

話
臨

圃

少
予
化
対
策
は
、
若

4
闘
鵬
園
圃

い
母
親
仁
ア
ン
ケ
ー
ト
調

d
細
菌

査
を
行
い

、

エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ

』

ン
を
作
成
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

下
水
道
は

、

昨
年
一
二
月
巴
事

業
認
可
を
受
け
、
平
成
一
七
年
度

一
部
供
用
を
目
指
し
、
本
年
度
か

ら
事
業
巴
着
手
す
る
そ
う
で
す
が
、

全
体
が
終
わ
る
の
仁
三

O
年
く
ら

い
か
か
る
そ
う
で
す
。

ゴ
ミ
問
題
も
詳
し
い
説
明
が
あ

り
、
生
ゴ
ミ
電
動
式
処
理
機
の
補

回
金
は
予
算
化
し

、
七
月
よ
り
開

始
予
定
。

最
後
に
市
町
村
合
併
の
話
も
あ

り
、
国
の
方
針
で
一
七
年
度
仁
は

何
処
か
と
の
合
併
を
図
る
芝
ろ
う

と
の
お
話
も
あ
り
ま
し
定
。
こ
れ

は
み
ん
な
で
よ
く
話
し
合

ぃ
、
後
世
巴
悔
い
の
残

ら
な
い
よ
う
、
真
剣

巴
取
り
組
む
べ
き
大

き
な
課
題
芝
と
思

い
ま
す
。

一

短
い
時
間
で
し

一
定
、
ガ
、
と
て
も
有

一
意
義
な
会
ガ
持
て

一

定
と
思
い
ま
し

定
。

(
4
2
E
員山

崎
満
智
手
)

国際交流サロン

(_ 

6 

ーし いをを 隈捜騒鴻面白占rr をや ;い
日さ若ま主評定 \ ~円:JJ r湾5Si持廼r か交す -J の
でを者し張価け \ι4るに従長 J3，t つえい時とか
し 、の 弓でし鋭戸ゴ戸時L3f 買臼な英間彼を
弓国自 き 、く傾 向戸、-JJ2 立の象が語の女考
境立 る堂相女校 O の人け凋 つ一的らでス 16 え
をし 百々子の生 姿前の lこ近事時で、、ピ言る
越だ ろとのよがまはで主対頃は問、とジ|いの
え姿 う自国う外左衛言張しのタであて工チまか
ての か分の巴園、撃えを、学ブしつもスはし基
感素 との園、 lこ目的る堂こ生 H| 弓と魅チわた本
じ晴 も考民こ行本で彼々れのと H い力やか u な
だら 思え性れつのし女と芝風い目う的|り の

ス
ウ
ェ
!
デ
ン
女
性
か
ら
見
た
日
本
人

はんグ海本人イつな|番 てあっ本力|こ愛 まを女
ななル外人が 。 ていプ大日くりいで|思し故しダ性会
く が|旅は変でい 。。 事本れのてのリつ 、郷 だイの目
、すプ行何わ買な白固なのまま感学ンてスの。し目、
まるのちをつ し)分立の学しまじ校さいウ自 ク|こス
ずかーグす疋担 のちは校弓12. 12 生んる工然 ト写ウ

、 ら人ルるよフ日意左グで 話事 と舌が一| 、 !こつ工
私私で|のうオ本見が ー しを巴 、 八デ教 聞疋|
がも 16 プもにさ人をらル ， コ正 日歳ン育 くまデ
どすな;グ軟 k は持 舛玄海正 広を、 機まン
うるい。ルぅ汀シ 件 r，~閥ば語文会の出
しの~jb J 。くや し「 入国h り化を自身

引プと ，~~~凋邑
左でみは。目 、 ~--圃置 を 得本の

E調肩書.組問~tfJ

EZ草草書

中
川

美
紀
)

西
暦
二
0
0
0

年
、
い
よ
い
よ
介
護
保
険
也
実
施
の
運
び
と
な

り
、
会
ま
で
よ
り
一
層
自
己
管
理
を
心
掛
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

時
代
巴
芯
り
ま
し
た
。

女
性
塾
は
、
こ
の
厳
し
い
現
代
の
オ
ア
シ
ス
と
し
て
、
心
の
ふ
れ

あ
い
を
大
切
巴
し
て
い
き
乏
い
と
思
い
ま
す
。
少
子
高
齢
社
会
は

男
女
共
同
参
画
の
理
念
が
な
く

て
は
成
り
立
だ
な
い
も
の
で
寸
も

こ
の
町
を
愛
し
、
安
、
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
だ
め
巴
、
年
齢
や
性
別

巴
と
ら
わ
れ
ず
、

自
由
な
語
り
の
湯
と
し
て

参
加
し
て
<
古
さ
い
。

連
絡
先

窟
九
六
四
|
八
八
九
九
(
西
田
)



6
2
 

人婦

郡
大
会
を
終
え
て

は ンス左あはみニコ発中発 疋おとのなしえ|こ紀合課 大嘘さ信究
、重グ卜 事つなさ量表島表続 。話等時いな、、の併題 町会のれ町大第
ご信はし、左いつ，~を町がい が|こ代さけ計地遅の lこ長 lこよま町会一
ま町いス嫌事でか l宍聞のあて あつがつれ画域くこなさなうし民ガ、六
がのいをなやし J 自い田り、 りい来なぱしがなとつんり c 12.会、 回

uj軒Uす23E fZE 男時弘二 22f 要二軒翼

ヨ ??;;;iff誌記己主広告弓iiti
簡表 | 広嘩家の a・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・h 的 良ミミ開日育単で キてしでで a・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・‘な いベ催重研

定三会 信冒~~・F奄掴司暢周.育ヨオ だえ「nで
い町が皆を 守冒L3圃・・.，~-~門戸.. ， '，川|。ア開5体
との出さ見受電事盟国・皿封匙幽Ell-ぷぺ真でム内 ぷ EZE
思交来ん学むク可圃・~き)盛・町 台美;ぃ
d2fU 園li可司回船・ 5-22722 安定=足
副大弓冒回、シ F475言T;Eれのの」面ルがツム き 、 菓

切こ汽当「信佐後亡で開地恒かも λ ス文物のりシ言 ?教子
れ し可、古かま宅始交例リ感|、|化、着まヨリ ) 
しか呆戸卜重ダらし 前換|こで Il]. ") '')帯風物しンフ
て己、し õ ，信ムは戸数かはなしす|こを 、 E でだシ
い宕い ム町、、。分ら、つ左ると自御敷ニス J
きてミ大 重総アパ で列販定。物ど分主二部写

日申交流アカシアの会

和
田

知
予
)

中
国
通
化
市
へ
サ
ッ
カ
ー
ボ

1

ル
と
鯉
の
ぼ
り
を
贈
る

. しな友日画 をい紳iみ理化左も鑑し定か学の 絵所か学
ち「本まど路中交ア抱と|こ、解やち、賞定ちれ校風作画へら校令田町
の中年しのをの流力き祈しこし共が中す想のて生景品展届 J 児生を町る
絵園度左目育文をシまりてーて通日国るい絵い活やはを宅 A 童ち迎両中
固との。的む化町ア し 1アい榊志文本の私が筆てな宮、富町えの通え小で園

唇 !?ii1111iiFi zz戸市民iiqliii
j ほ o 法紹で白 い~_b 通佐布ーヘ h ヘ 。お童数る 父化速
写 222明 雄監部ちの絵画展JJ~型自注目
2 2 雪 q 片言 AF雨伊吋fJ?::'“"t" ~吋計・1画監雲雲思 2 書写

送 ~Ih，圏内「124T: dE国~~j~~:，': I ， 1 1' 1 官官咽圃d ・ ・ 4砂

主幹 ・U.iï !I，_圃E 111量，!警 53 口
有 '-門官主 ::::.1B・・圃・・ '1 ヘ 7 ・..，文 郡 町田 K 

12 ~ J ‘kkiJf;:\- ι・・FEE--IB--EF fl 化朝先の松
かろは .......__.!Il' . .LJIIIII"'"二・ y 祭倉哲予山

S5 色町三 TT2112 三 E Z G ff、ゴ宮 税法
一めに小どちの|生中 / 三展信国 |/ / 館ち / 局

?紅E 三Jz8 是げ|守1 士幻3 塁官苧21件j
更守言 5科2 同戸 E 詰;品告よ 2 更 1 ; 堅民よ
発基-六1 画重 ツと |小 ) の贈 '--' '--' '--' 

一
二
世
紀
は
?
ジ
ア
の
時
代
と
言

わ
れ
る
舎
目

、

隣
国
の
文
化
・
伝

統
・
風
俗
習
慣
芯
ど
相
互
理
解
を
深

め
芯
が
ら
子
供
疋
ち
と
共
に
海
外
へ

視
線
を
移
し
て
、
文
化
受
流
を
推
進

し
て
行
き
疋
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

(
会
長

和
田
紀
久
恵
)

7 広報しげのδ3月号



祉

児
童
扶
養
手
当

二
O
歳
未
満
で
支
給
要
件
巴
該

当
す
る
次
の
よ
う
な
児
童
を
養
育

し
て
い
る
母
親
ま
左
は
養
育
者
巴

対
し
支
給
さ
れ
ま
す
。

手
当
の
対
象
と
な
る
児
童

①
父
母

、

か
婚
姻
を
解
消
し
疋
児

童
②
父
、か
死
亡
し
疋
児
童

③
父
が
障
害
の
状
態
C
あ
る
児

立塁
④
父
が
生
死
不
明
で
あ
る
児
童

⑤
父
、ガ
一
年
以
上
遺
棄

し
て

い

る
児
童

⑥
父
、か

一
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て

い
る
児
童

⑦
未
婚
の
母
の
予

@
そ
の
他
孤
児
等

手
当
月
額

児
童
一
人
四
二

、
三
七
O
円

(所
得

、

か
一
定
額
以
上
あ
る
と

き
は
減
額
さ
れ
る
こ
と

、

か
あ
り

ま
す

)

(児
童
二
人
め
五

、

0
0

0
円

加
算
)

(以
下
一
人
増
す
ご
と

C
三

、

0
0
0

円
加
算
)

認
定
請
求
巴
つ
い
て
は
、

手
当

の
支
給
要
件
に
該
当
す
る
に
至

つ
定
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を

事

当
⑥
⑧
⑥
⑨
 

経
過
し
疋
と
き
は
、

正
当
な
理

由
、

が
あ
る
場
合
を
除
き
請
求
権

、

ガ
消
滅
し
ま
す

。

特
別
児
童
扶
養
手
当

二
O
歳
未
満
で
次
の
よ
う
な
障

害
が
あ
る
児
童
を
養
育
ま
だ
は
監

護
し
て
い
る
父
母
ま
疋
は
養
育
者

仁
対
し
支
給
さ
れ
ま
す
。

手
当
の
対
象
と
な
る
児
童

①
精
神
の
発
達
が
遅
れ
て
い
る

芝
め
、

常
時
介
護

、

ガ
必
要
な

団
ん
立
里

②
身
体
巴
重
度
の
障
害
ま
疋
は

長
期
の
安
静
が
必
要
な
児
童

③
精
神
病
な
ど
で

、

日
常
生
活

巴
常
時
の
介
護
が
必
要
な
児

童

手
当
月
額
(
児
童
一
人
)

一
級
五
一
、
五
五
O

円

二
級
三
四

、

三
三
O
円

特
別
障
害
者
手
当

-
定
以
上
の
障
害
を
有
し
、

日

常
生
活
巴
お
い
て

、

い
つ
も
特
別

な
介
護
を
必
要
と
し
て
い
る
こ

0

歳
以
上
の
者
巴
対
し
+
支
給
さ
れ
ま

す
。

定
定
し
、

施
設
等
巴
入
所
ま

左
は
医
療
機
関
巴
三

ヶ

月
を
越
え

て
入
院
し
て
い
る
者
は
除
か
れ
ま

す
。

手
当
月
額

二
六
、
八
六
O
円

障
害
児
福
祉
手
当

一
定
以
上
の
障
害
を
有
し
、

日

常
生
活
巴
お
い
て
、

い
つ
も
介
護

を
必
要
と
し
て
い
る
こ

O
歳
未
満

の
児
童
巴
対
し
夏
給
さ
れ
ま
す

。

芝
、

定
し

、

施
設
等
仁
入
所
し
て
い

る
児
童
は
除
か
れ
ま
す
。

手
当
月
額

一
四
、

六

一
O
円

各
手
当
に
共
通
す
る
事
項

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

前
軍
分
の
本
人
及
び
扶
養
義

務
者
な
ど
の
所
得

、

か
一
定
額
以

上
の
人
は
支
給
が
停
止
さ
れ
ま

す
。

現
況
屈
が
必
要
で
す
。

各
手
当
と
も
八
月
・
九
月
中

巴
前
年
所
得
及
び

家
庭
状
況
を

調
査
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
福
祉
課

富
九
六
四
|
二
O
O

一
的

内
線
二
五
二
・
二
五
五

8 

qngush-English ー English-English -English-

2 どうも英語っぽいけど、通じないカタカナ英語。下線部にはどんな英語が入ると思いま
皆 すか。さあ、 Georgeのカタカナ英語クイズにLet's t叩!!

凶 ①友達は新しいアルバイトをします。

よ: My friend has a new _一一一一一一一 一一一一・
会 ②重信中学校の生徒は:10 L.-:J.を見るのが招きです。 ⑤私はテストの時、 絶対力ン二ングしません。仇とで弘)
品 Shigenobu Junior High students like to watch 1 have never 一一一 on a 臼

⑦私|は芯、 ビールを飲みます。

去 ③イギリスc帰つ定後でマンションを買いかです。 1 drink 一一一
~ After 1 return to England 1 want to buy a _一一一一・ @彼の兄1ë1;亙五三三二乙です。
凶 (イギリスではf1at} His brother is a 

ム ④彼らは素晴らしい五以です。 ⑨最近、 イギリスの女の子はショートカットガ招きです。
主 They are a lov均一一一一 These days English girls Ii ke 一一一-
E ⑤昨年の夏、 重信中学校は芝くさん新しいパソコ ンを ⑩ゴールデン・アフーの番組はいつも楽しいですね。
円 買いまし定。 一一 一一 television is 伽叩削er阻ining
去 L刷as凱t su山叩1I川I町mm
:五急 alo刷O叫t 0ぱfn問ew
3 制叫叩…H刊山a制山叩 JI旧…e
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「ふれあい看護体験」の実施日と実施施設 1 日看護を体験する「ふれあい看護体験」を実施 ー「
します。 ふとき 施設名

5月綱・1制・ 12日曲 訪問看護ステーシヨン愛媛

5月9日ω 松山赤十字病院

5月 10日附 愛媛県立中央病院

5月 10 日ÇiJ<) 松山市民病院

5月 11 日休) 国立療養所愛媛病院

5月 11 日(柑 愛媛大学医学部附属病院

5月 11 日(対 国立病院四国ガんセンター

5月 1 1 日休) NTI西日本松山病院

5月 1 2日倒 松山記念病院

5月 1 3日∞ 愛媛十全医療学院附属病院

5月 13日出 松山ベテル病院

たのし

住所

松山市道後町2-11-14

松山市文京町1

松山市春日町83

松山市大手町2-6-5

重信町横河原366

重信町志津川454

松山市堀之内1 3

松山市喜与町1-7-1

松山市美沢1 -10-38

川内町大字南方561

松山市祝谷6-1229

募集人数

各1名

10名

1 0名 l

10名

1 0名

10名

1 5名

6名

20名

6名

6名

将来看護婦!こなりだい学生さんはもちろん、ご家族 令噌

の介護lこ役立て芝い方、病院のことを知り尼崎町、 ~5
どな芝でも参加できます。ぜひ、ご応募<芝さい。 Ø') / 

申し込み方法 L 、/

往復はがき|こ、住所 ・ 氏名 (フソガナ) ・年齢 ・ き 12
職業(学生は学校・学年)・電話番号・希望病院 轟は
名・洋服サイズを書き、 4月7日働までlこ、左記まで =耳ー「
申し込んで<古さい。 協看
申し込み先 際会悲喜

干790-0843 松山市道後町2丁目 11-14 ζ~ I~ 

(社)愛媛看護協会内愛媛県ナースセンタ一 通事収J
~ rr 

富924-0848 FAX996-84 ・ー
その他 5 加 E
・中学生・高校生は、参加lこ関して学校の許可問 者 | 
要です。 豊富

.33f決定口いては、選考のうえ全員摘。し 長

3月24日は世界結核デーです
日本で年間約4万人が発病、約3 ， 000人が死亡しています二

瀬川 築くん (H9.3 . 22生)

結核l呂、早期発見・早期治療が大事です。薬をきちんと飲めば治

る病気です。 l必要以上に恐れだり、心配し左りすることはありませ

んが、せきが、2週間以上続くようであれば、 風邪だ、と決めつけない

で医療機関で受診するよう |こしましょう。

「ガっこいい白 (父 ・篤記母・美香)牛測 (財)結核予防会富03-3292-9211

女今月の保健日程会
〈母予保健〉

と き 事業名

3 ・ 17日樹 育児相談教室一くまさん教室

8日制 1歳6カ月児健康診査

3月
10 ・ 24日働 育児相談教室ーピ力ピ力くらぶ

14日ω 10力月児きし児相談

14日ω 4ヵ月児健康診査

22日制 2歳児生活学級

〈老・成人〉対象はすべて住民
①健康相談

と き 事業名

3 ・ 17 日働 健康生活相談

7日ω いきいき健康相談(要予約964-4170)
3月

1 0 ・ 24日樹 栄養相談(要予約964-4 1 70)

27伺) . 2Sé-l:) '29日ω 巡回健康相談

9 広報しげのぷ 3月号

対 象 受付時間 ところ

却児と保護者 9:30~ 1 1 : 00 南吉井保育所

H10年7月 ・ 8月生 1 3 :3 0~1 4 : 30 町民会館

泊児と保護者 9:30~ 1 1 :00 町民会館

H1 1年5月生 9 : 45~10 : 00 町民会館

H 11年10月生 1 3 : 30~ 14:30 町民会館

H9年8月 ・ 9月生 9:45~10 ・ 00 町民会館

開催時間 ところ

9:00~11 : 00 役場保健婦室

15:00~ 17:00 訪問等

9:00~11 :00 町民会館

詳細は保健婦まで 各地区

③機能訓練( リハビリ )
事業名

リハビリ教室

、--



他流水龍也さん

とき

ところ

入場料

出演

流水

三宅

林

重信少年少女合唱団
定期演奏会

第23回重信少年少女合唱固定期演奏会を開催し
ます。子供達の軟戸をぜひ聴き lこ来て<芝さい。
とき 3月 12日(日)

開場午後1 時30分~・開演午後2時~
ところ 町民会館大ホール
入場料無料

指揮者 朝村美香(松山市立久米中学校教諭)
賛助出演 ・スーパーギタートリオ

(山本京子・熊勝則 ・ 山崎淳二)
・松山市立久米中学校合唱部

(平成11年度全日本合唱コンクール全国大会銅賞受賞)
重信少年少女合唱団 ・ 重信町教育委員会

第23岡

チケット販売

催主

'-
/ 

f 

太極拳教室生募集
中国4000年の知恵を学び、 健康な生活をしませ

んか。 1年間で太極拳二十四式を習得します。すで

lこ習得している万|こは、 四十八式 ・四十二式もお教

えします。入門講座1 ëJ: 4月 12日スター卜 。

ところ 町民会館大ホール

とき毎週水曜日午前10時~11 時30分

会費 2 ， 000円

問い合わせ先富964-9338

箇964-7721

窟964-2465

水墨画ロビー展
是非ご覧下さい

第11 回水墨画作品展を開催します。私達会員ガ、

日頃から楽しく描いてき左作晶を展示しますのでご

貰<芝さい。

とき 3月2日(木)~3月 15 目。l)<)

ところ町民会館1階ロビー

主催町文化協会・重信水墨画会

問い合わせ先富964-9076 旭

トーク&ライブ
文化協会ミニコンサート
~楽しいおしゃべりと

心にしみるあの歌、この歌~
P 北の宿から

P 上を向いて歩こう

》男はつらいよ

3月25日∞ 午後7時30分~9時

町民会館大ホール

500円

流水バンド

龍也(松山市若草幼稚園園長)

富喜(合治在住)

浩彦 (FM愛媛パーソナリテイ
ウイークリ一えひめリツク
「はやしひろひこのなんでも答えましょうJ )

町民会館窓口 ・ 文化協会各理事

重信町役場

谷
越
野

池
村
沼

、""

E
H
E
J
露
協
門J
l
l
u
w
u小

4
剖
S
φ

桶
ス
。
ヘ
、
ン
ャ
ル

歴
民
三
月
の
展
示

宮
内
俊
治
さ
ん
の
隠
れ
技

ロ
ビ
ー

で
行
わ
れ
芝
立
体
折
紙
展

、

か
、
招
評
C
っ
き
、
三
月
か
ら
四
月
末

ま
で
、
第
一
展
示
室
で
、
全
作
品
を
展

示
し
ま
す
。

恐
竜
の
骨
組
み
か
ら
ピ
力
チ
ユ
つ
ま

で
、
約
二
O
O
点
を
一
挙
仁
見
て
い
定

吉
け
ま
す
。

春
休
み
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
、
お
孫

さ
ん
と
一
緒
巴
、
「
図
書
館
の
三
階
れ

き
み
ん
」
巴
お
越
し
く
定
さ
い

。

紙
の
動
物
の
力
二
パ
ル
の
大
展

開
。

折
紙
へ
の
ト
ラ
イ
も

折
紙
と
折

り
万
の
準
備

も
し
て
い
ま

す
。「

の
ん
び
り

と
参
加
で
き

る
」
れ
き
み

ん
な
ら
で
は

の
春
の
楽
し

み
で
す
。

も
ち
ろ
ん

無
料
で
す
。

/ 
/ 

/ 
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様
々
な
重
要
課
題

昨
年
の
四
月
以
降
、
「
人
権
教
育

の
た
め
の
国
連
一
O
年
」
に
関
す

る
圏
内
行
動
計
画
で
示
さ
れ
て
い

る
重
要
課
題
の
う
ち
、
「
女
性
」
「予

ど
も
」
「
高
齢
者
」
「
障
害
者
」
「
同
和

問
題
同
L
つ
い
て
考
え
て
き
ま
し
定
。

合
回
は
、
残
さ
れ
左
四
つ
の
重
要

課
題
、
「
ア
イ
ヌ
の
人々
」
「
列
国
人
」

「H
l
V

感
染
者
等
」
「
刑
を
終
え

て
出
所
し
た
人
」
C

つ
い
て
考
え

て
み
左
い
と
思
い
ま
す
。

一

ア
イ
ヌ
の
人
々

北
海
道
巴
約
二
一O
万
人
住
ん
で

い
る
?
イ
ヌ
の
人
々
は
、
少
数
な

が
ら
も
間
違
い
な
く
日
本
の
先
住

民
族
で
す
。

一
九
九
三
年
の
国
際

先
住
民
年
を
き
っ
か
け
と
し
て
、

ア
イ
ヌ
民
族
の
歴
史
、

文
化
、
現

状
巴
対
す
る
理
解
を
深
め
、
?
イ

ヌ
文
化
の
振
興
や
伝
統
的
な
生
活

空
間
の
再
生
巴
取
り
組
も
う
と
す

る
動
き
が
起
こ
り
、
一
九
九
七
年

に
は
、
ア
イ
ヌ
文
化
の
振
興
等
巴

関
す
る
法
律
、
か
成
立
し
ま
し
定
。

日
本
社
会
の
「
単
一
民
族
意
識
」
か

ら
早
く
脱
却
し

、

「
文
化
の
多
様

識
を
持
つ
こ
と
の
な
い
よ
う
、
エ
イ

ズ
C
関
す
る
正
し
い
知
識
を
身
に

付
け
る
学
習
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

細
菌
巴
よ
る
極
め
て
微
弱
な
感

染
症
で
あ
り
、
「
治
る
病
」
で
あ
る
こ

と
が
医
学
的
巴
も
証
明
さ
れ
左
ハ

ン
セ
ン
病
に
対
す
る
誤
解
・

偏
見
は

ぬ
ぐ
い
去
ら
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

病
に
対
す
る
偏
見
・
差
別
は

、

多
く
の
人
々
を
不
幸
仁
お
と
し
い

れ
て
い
ま
す
。

正
し
い
知
識
を
持

つ
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。

四
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人

刑
を
終
え
て
出
所
し
だ
人
巴
対

し
て
は
、
立
派
巴
社
会
復
帰
し
て

も
ら
う
こ
と
が
何
よ
り
望
ま
し
い

こ
と
で
す
。
し
か
し
、
社
会
の

様
々
な
巴
(
偏
見
・
差
別
)、

か
、
そ

の
道
を
閉
ざ
し
て
は
い
な
い
で
し

ょ
う
か

。
「
前
副
何
者
」
と
い
う
熔
印

を
押
す
社
会
風
潮

、

か
ま
定
ま
芝
残

っ
て
い
ま
す
。

出
所
し
左
人
に
と

っ
て
は
極
め
て
厳
し
い
社
会
環
境

で
す
。

社
会
復
帰
へ
の
環
境
づ
く

り
の
定
め
仁
、
温
か
い
目
、
広
い

心
を
持
ち
ま
し
ょ
う

。

ヱ.
d供
を
も
っ
と
も
っ
と
知
る
た
め
に

重
信
町
い
じ
め
・
不
登
校
問
題
連
絡
会
議

人
と
の
き
ず
な
を
大
切
に
し
よ
う
l

出
会
い
と
別
れ
ー
ー

ご
卒
業
や
進
級
・
進
学
を
迎
え

だ
み
な
さ
ん
、
ま
疋
厳
し
い
社
会

情
勢
の
中
C
あ
っ
て
社
会
人
と
し

て
、
第
一
歩
を
歩
み
出
す
み
な
さ

ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

人
生
の
節
目
、
節
目
巳
こ
れ
ま

で
歩
ん
で
き
左
歳
月
を
振
り
返

り
、
多
く
の
人
々
と
の
出
会
い
を

慈
し
み
、
お
互
い
の
鮮
を
大
切
巴

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
の
人
生
は
、
こ
れ
ま

で
以
上
巳
多
く
の
人
々
と
の
出
会

が
あ
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
出
会
い
を
大
切
巴
し

、

し

っ
か
り
し
だ
鮮
と
し
て
い
く
定
め

仁
、

ど
の
よ
う
な
心
構
え
で

生
き

て
い
け
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

い
ろ
い
ろ
な
生
き
万
や
考
え
万

が
あ
り
ま
し
ょ
う

。

そ
の
中
で
、

「
一
期
一
会
」
と
い
う
言
葉
、
か
あ

り
ま
す
。

す
で
巴
ご
存
知
の
こ
と

と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
「
一
期
一

会
」
の
心
を
心
と
し
て
生
き
る
。

そ
れ
は
、
人
を
人
と
し
て
大
切

C

す
る
、
も
て
な
す
と
い
う
こ
と
で

す
。
ど
う
も
て
な
す
か
は
そ
れ
ぞ

れ
巴
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
、
重
一

心
を
込
め
て
精
一
杯
尽
く
す
こ
と

で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

ー
「
人
権
教
育
の
た
め
の
国
連
一
O
年
」

国
内
行
動
計
画
よ
り
l

性
」
「
民
族
の
多
様
性
」
を
「
さ
け
左

い
問
題
」
と
し
て
と
ら
え
る
の
で

は
な
く
、
「
社
会
の
活
力
巴
つ
な

が
る
」
と
い
う
視
点
で
と
ら
え
左

い
も
の
で
す
。

二
舛
国
人

合
、
我
が
国
C
は
、
百
数
十
万

人
の
外
国
人
登
録
者
が
住
ん
で
い

ま
す
。
ま
芝
、
国
際
結
婚
を
す
る

人
及
び
そ
の
ヱ
J
女
、
自
分
の
居
場

所
を
特
C
日
本
巴
こ

.
Eわ
ら
な
い

人
な
ど
、
様
々
芯
タ
イ
プ
の
日
本

人
、
ガ
増
え
て
い
ま
す。
今
後
と
も
、

諸
外
国
と
の
人
的
・
物
的
交
流
は

増
大
し
続
け
る
で
し
ょ
う
。

、

ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
化
、
ガ
進
み
、

「
日
本
人
」
と
い
う
集
団
の
境
界
も

倍
々
に
変
化
し
て
い
る
の
で
す
。

外
国
人
巴
対
す
る
偏
見
・
差
別
を

除
去
し
、
豊
か
な
国
際
感
覚
を
身

巴
付
け
ま
し
ょ
う
。
本
町
の
行
っ

て
い
る
「
国
際
友
括
の
翼
」
の
事
業

は
、
大
き
な
力
に
な
る
は
ず
で
す
。

一
二
H
l
V

感
染
者
等

エ
イ
ズ
患
者
や
H
l
V

感
染
者

巴
対
す
る
誤
解
・
偏
見
や
差
別
意

人
の
左
め
に
、
社
会
の
定
め
巴

人
類
の
平
和
と
繁
栄
の
定
め
巴
尽

く
す
こ
と
、
そ
の
定
め
巴
自
分
巴

は
何
が
で
き
る
か
、
何

、

か
し
だ
い

の
か
を
聞
い
続
け
、
で
き
る
こ
と

を
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
左
め
の

創
意
工
夫
、
努
力
を
す
る
こ
と
で

す
。真

に
自
分
の
人
生
を
有
意
義
で

悔
い
な
く
生
き
る
定
め
、
自
分
を

生
か
す
定
め
、
歯
を
食
い
し
ば
っ

て
頑
張
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
楽

を
し
て
、
得
を
し
よ
う
芯
ん
て
甘

い
考
え
は
捨
て
て
く
芝
さ
い
。

そ

ん
な
考
え
で
生
き
て
い
れ
ば
結
果

は
、

全
く
逆
巴
出
て
く
る
こ
と
が

多
い
で
し
ょ
う
。

人
間
と
し
て
、
し
て
は
な
ら
ぬ

こ
と
、
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ

と
を
し
っ
か
り
と
わ
き
ま
え
て
ほ

し
い
も
の
で
す
。

マ
ス
コ
ミ
報
道
か
ら
は
、
こ
ん

な
こ
と
が
あ
る
の
か
と
、
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
こ
と
が
日
々
伝
え
ら

れ
て
き
ま
す
。
も
っ
と
も
っ
と
人

間
の
尊
厳
と
信
頼
関
係
を
大
切
巴

し
疋
い
も
の
で
す
。
そ
の
定
め
巴

は
、
さ
ら
巴
人
と
人
と
の
鮮
を
大

切
巴
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

11 広報しげのòi 3月号



利
用
権
設
定
等
促
進
事
業
は
、
作
れ
な
い

農
地
を
担
い
手
農
家
に
貸
し
て
、
農
地
の
有

効
利
用
と
中
核
的
農
家
の
育
成
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す

。

安
易
な
口
約
束
に
よ
る
農
地
の
貸
借
は
、

ト
ラ
ブ
ル
の
も
と
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
事

業
を
利
用
す
れ
ば

、

簡
単
な
手
続
き
で
貸
借

権
等
を
設
定
で
き
、
約
束
の
期
限
が
く
れ
ば
、

離
作
料
な
ど
を
支
払
う
こ
と
な
く
確
実
に
返

し
て
も
ら
え
ま
す

。

詳
細
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
こ
の
事
業

の
利
用
促
進
の
た
め
に
、
各
地
区
に
農
地
流

動
化
推
進
員
が
い
ま
す
。

(
下
表
参
照
)
農
地

の
貸
借
の
仲
介
を
し
て
く
れ
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

一
、
対
象
と
な
る
土
地

原
則
と
し

て
市
街
化
区
域
外
の
農
地

二
、
対
象
と
な
る
権
利
の
種
類

貸
借
権

、

使
用
貸
借
権

、

所
有
権

三
、
貸
し
手
の
資
格
要
件

特
仁
な
し

四
、
信
り
手
の
資
格
要
件

-

農
業
に
よ
っ
て
自
立
し
よ
う
と
す
る

意
欲
と
能
力
を
育
す
る
と
認
め
ら
れ

る
者
。

-

農
業
の
経
営
面
積
(
申
し
出
分
も
富

む
)
が
、
五
反
(
五
、O
O
O
肘
)
以
上

あ
る
こ
と
。

-
農
地

、

ガ
、

都
市
計
画
法
で
定
め
る
市

街
化
区
域
外
巴
あ
る
こ
と
。

-

借
り
手

の
年
間
農
業
従
事
日
数
、か
、

一
五
O
日
以
上
で
あ
る
こ
と
。

五
、
自
信
期
間

貸
し

手
借
り
手
双
方

の
話
し
合
い
巴

よ
り
任
意
に
決
め
る
こ
と

、

か
で
き
ま
す
。

六
、
信
賃
の
墓
準
等

借
賃
は
、
農
業
委
員
会
が
定
め
る
標

準
小
作
料
を
基
準
巴

、

双
方
の
話
し
合

い
巴
よ
り
決
定
し
ま
す

。

金
銭
以
外
の

も
の
(
米
)
で
定
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す

が
、

そ
れ
を
金
銭
仁
換
算
し
だ
額

、

か
標

準
小
作
料
巴
相
当
す
る
よ
う
巴
定
め
ま

す
。標

準
小
作
料

(叩
a

当
左
り

)

上
回
二
三

、

0
0
0
円

中
田
二

O
、

0
0
0
円

下
回
一
二

、

0
0
0

円

七
、
公
課
等
の
負
担
区
分

双
方
の
話
し

合
い
巴
よ
り

決
定
し
ま

す
が
、
通
常
は
次
の
と
お
リ
で
す
。

固
定
資
産
税
・
:

:
:
:

貸
し

手

水

利

費
:
:

・
:
・
:

借
り
手

共

済
費

:
-
j
i

-
-
-
借
り

手

12 

八
、
制
度
の
メ
リ
ッ
ト

付
農
地
の
貸
借
に
つ
い
て

、
農
地
法

の
許
可

、

か
い
ら
な
い
左
め
簡
便
で
す

。

口
約
束
の
期
限
が
く
れ
ば

、

離
作
料

を
支
払
う
こ
と
な

く

確
実
巴
返
し

て

も
ら
え
ま
す

。

国
契
約
期
間
中
は

、

安
心
し
て
耕
作

で
き

、

契
約
を
更
新
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す

。

九
、
申
請
手
続
等

年
二
回
、
六
月
一
日
と
十
一
月
一
日

に
公
告
し
貸
借
が
開
始
し
ま
す

。

そ
れ

ぞ
れ
一
力
月
前
ま
で
巴
申
出
書
を

役
場

産
業
課
仁
提
出
し
て
下
さ
い

。

申
出
用
紙
は
、
産
業
課
に
あ
り
ま
す

。

冨
九
六
四
二

O
O

一
附
内

線
四
三
三

地 区 氏名 電話番号

山 之 内
和田 明 964-0686 

宮田克信 964-8969 

恒岡光行 964-6652 
樋 口 和田隆夫 964-6675 

藤田柏心 964-3531 

=jtt A 津 J 11 
佐伯清美 964-6474 

宮倉和良 964-6481 

西 岡
大西喜良 964-0661 

大西勝彦 964-2437 

見 之ZIEt 良
池川尊徳 964-0720 

池川仁閉 964-0721 

田 窪
高須賀徳 964-8190 

大西安弘 964-6070 

八木里美 964-8665 

牛 京』
露口俊孝 964-8653 

局須賀正幸 964-0785 

大北熊雄 964-8658 

南 野 田
樋口正憲 964-8498 

渡部朝憲 964-8594 

高見和政 964-8328 

北 野 田
松田宮武 955-0640 

相原俊一 964-8391 

ヰ支 芳盲 964-3960 

上 林
森 謙朗 964-8401 

森 武重 964幽8638

越智高徳 964-0490 

森 J司Uλコ台日じ也 964-2656 

下 本本 丹生省秋義 964-6879 

森 長昭 964-2576 

永井雅敏 964-5590 

上 ネオ
石丸敏雄 964-9861 

高市睦美 964-2451 

渡辺 茂 955-0222附

農 ↑茄 加藤徳昌 11 

川|合 j閏 11 

(専門員) 八木 秀徳 // 

農地流動化推進員

c 



平
成
一
一
年
度
読
書
週
間
の
記
念

事
業
と
し

て
、

感
想
文
を
募
集
し
芝

と
こ
ろ

、

町
内
か
ら
多
数
の
応
募
が

あ
り
ま
し
だ
。

そ
の
中
で

三
人
の
万
が
特
選
を
受

賞
し
、

そ
の
作
品
を
二
月
号
よ
り
紙

面
に
て
ご
紹
介
し
て
い
ま
す

。

会
回
は
、

南
吉
井
小
学
校
五
年
の

河
内
陽
介
く
ん
の
「
ヨ
ー

ス
ケ
く
ん
」

を
掲
載
し
ま
す

。

作
ロ回
講
評

人
は

、

「
が
ん
ば
れ
」

と
い
う
こ
と
を
気
軽
巴

言
う
け
れ
ど

、

こ
の
言

葉
を
真

面
目
に
、

亘
一
一
剣

に
受
け
取
れ
ば
受
け
取

る
ほ
ど
大
変
な
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー

巴
な
る
こ
と
を

、

「
が
ん
ば
ら
な
く

て
ち
い

い
よ
」
と
い
う

逆
の
言

葉
か
ら
考
え
、

「、

か
ん
ば

る
」
こ
と
の
真
の
意

昧

を
自
分
な
り
C
と
ら
え

、

合
後
の
自

分
に
活
か
そ

う
と
し
て

い
ま
す
。

本
の
中

巴
述
べ
ら
れ

て
い
る
言
葉
の
意

昧
を

自
分
な
り
巴
と
ら
え

、

今
後
の
生

き
万

の
糧
仁

し
よ
う
と
し
芝
筆

者
の

顔
が
出
芝
、
読
書
感
想

文
で
す

。

「
ヨ
l
ス
ケ
く
ん

|
小
学
生
は
い
か
に

笠
き
る
べ
き
か
|
」

を
読
ん
で

南
吉
井
小
五
年

河
内

陽
介

ぼ
く
が

、

こ
の
本
を
読
も
う
と
思

っ
た
の
は

、

こ
の
本
の
し
ゅ
人
公
の

名
前
が
、
ぼ
く
と
同
じ
「
ヨ
ー
ス
ケ

。

」

と
い
う
名
前
だ
っ
た
か
ら
で
す

。

ま
ず
、
こ
の
本
を
読
ん
で
感
じ
た

の
は
、
ヨ
ー
ス
ケ
く
ん
は

、

ど
こ
に

で
も
い
る
小
学
生
と
い
う
事
で
し
た

。

ぼ
く
も
、
ご
く
ふ
つ
う
の
小
学
生
な

の
で
、
ヨ
ー
ス
ケ
く
ん
の
気
持
ち
が

よ
く
分
か
っ
た
の
で

、

と
て
も
楽
し

く
読
め
ま
し
た

。

こ
の
本
の
中
で

、

山
に
残
っ
た
の

は
、

ヨ
l

ス
ケ
く
ん
病
気
に
な
る

、

が
ん
ば
れ
ヨ
ー
ス
ケ
く
ん
の
こ
つ
で

す
。

ヨ
ー
ス
ケ
く
ん
病
気
に
な
る
の

話
は
、
ヨ
ー
ス
ケ
く
ん
が
熱
を
出
し

て
、

学
校
を
休
ん
で
し
ま
う
話
で
す

。

ぼ
く
は
、
の
ど
が
弱
く
て
「
へ
ん
と

う
せ
ん
炎

。

」
と
い
う

、

の
ど
の
病
気

に
何
回
も
な
り
ま
し
た

。

た
ま
に
、

掌
校
を
休
む
の
は

、
「
う
れ
し
い
け
」

と
思
う
け
ど

、

病
気
に
な
っ
た
ら
、

一
日
中
ほ
と
ん
ど
が
ね
て
ば
か
り

、

医
者
に
行
っ
た
り

、
薬
を
飲
ん
だ
り

、

テ
レ
ビ
も
見
て
は
い
け
な
い
か
ら
、

と
て
も
た
い
く
つ
で
、
し
か
た
が
あ

り
ま
せ
ん

。

テ
ス
ト
が
あ
る
時
な
ど

は
、
今
日
は
掌
校
を
休
み
た
い
と
思

う
事
が

、

今
ま
で
で
何
回
も
あ
り
ま

す
。

で
も

、

世
界
中
で
は
、
い
ろ
い

ろ
な
病
気
に
か
か
っ
て
、
死
ん
で
し

ま
う
人
が

、

と
て
も
た
く
さ
ん
い
ま

す
。

だ
か
ら
あ
ま
り

、

そ
う
い
う
事

を
思
わ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
決
め

ま
し
た

。

病
気
が
治
っ
て
ひ
さ
し
ぶ

り
に
学
校
へ
行
く
と
、
み
ん
な
が
や

さ
し
く
し
て
く
れ
る
の
で
、
と
て
も

う
れ
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す

。

ぼ

く
は
友
達
が
、
病
気
が
治
っ
て
久
し

ぶ
り
学
校
に
来
た
ら

、

自
分
が
し
て

も
ら
っ
た
よ
う
に
や
さ
し
く
し
て
あ

げ
た
い
で
す

。

き
っ
と
、
ヨ
ー
ス
ケ

く
ん
も
同
じ
事
考
え
て
い
る
だ
ろ
う

な
。

そ
れ
か
ら
、
が
ん
ば
れ
ヨ
l

ス
ケ

く
ん
の
話
の
申
に
は

、

ヨ
ー
ス
ケ
く

ん
の
た
ん
生
日
の
こ
と
が
で
て
き
ま

す
。

た
ん
生
日
に
は
、
ス
テ
ー
キ
が

出
て

、

食
後
に
は
ケ
ー
キ
も
食
べ
ま

し
た

。

ぼ
く
の
た
ん
生
日
に
も

、

ヨ

ー
ス
ケ
く
ん
と
同
じ
物
を
食
べ
ま
し

た
。

伺
だ
か
ぼ
く
は

、

自
分
の
分
身

が
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た

。

ぼ
く
が
、
こ
の
本
の
中
で
特
に
の

に
残
っ
て
い
る
の
は
、
マ
ラ
ソ
ン
大

会
の
事
で
す

。

ヨ
ー
ス
ケ
く
ん
が

、

校
庭
を
最
後
の
一
周
し
て
た
ら
、
ど

こ
か
ら
か

「
ガ
ン
バ
ラ
ナ
ク
テ
モ
イ
イ
ヨ。

」

と
、
言
う
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た

。

そ
う
し
た
ら
ヨ

l

ス
ケ
く
ん
は
、

急
に
体
が
軽
く
な
り

、

今
ま
で
い
た

く
て
し
ょ
う
が
な
か
っ
た
足
も
ほ
と

ん
ど
気
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た

。

ヨ

ー
ス
ケ
く
ん
は
あ
の
時
聞
こ
え
た
、

「
ガ
ン
バ
ラ
ナ
ク
テ
モ
イ
イ
ヨ

。

」

と
、

だ
れ
が
言
っ
た
の
か
分
か
り
ま

せ
ん

。

も
し
か
し
た
ら
、
神
様
の
声

だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
て

い
る
け
ど

、

ぼ
く
は
き
っ
と
ヨ
ー
ス

ケ
く
ん
の
山
が

、

と
て
も
が
ん
ば
っ

て
い
る
す
が
た
を
見
て

、

「
モ
ウ、

イ
イ
ヨ

。

」

と
い
う

、

気
持
ち
で
言
っ
て
あ
げ
た

の
で
は
な
い
か
と

、

そ
う
患
い
ま
し

た
ヨ
1

ス
ケ
く
ん
は

、

そ
の
よ
う
な

事
が
あ
っ
て
か
ら

、

あ
ん
ま
り
が
ん

ば
り
す
ぎ
な
い
決
意
を
し
ま
し
た

。

ぼ
く
も

、

い
ろ
い
ろ
な
人
か
ら
、
「
ガ

ン
バ
ッ
テ
ネ

。

」
と

、

圭
一
口
わ
れ
る
け
れ

ど
、

が
ん
ば
り
す
ぎ
た
ら
時
々
、
気

が
重
く
な
る
の
で

、

が
ん
ば
り
す
ぎ

な
い
よ
う
に
い
ろ
ん
な
事
に
、
ち
ょ

う
戦
し
た
い
で
す

。

1 3 広報しげのぷ 3月号
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。民健康保険証の書き替え
役場保険年金課

富964-2001側内線256
現在、国民健康保険|こ加入してい

る万の保険証の有効期限は、平成 1 2

年3月31 日です。

新しい保険証は、 3月末日まで|こ

該当する世帯ごと lこ郵便でお送りし

ます。

届いだら・・ ・

①住所・氏名 ・ 生年月日など!こ誤り

がないか確かめましょう。

②裏面の注意事I買をよく読みましょ

つ。

③保険証の記号、番号を確認して、

記録しておきましょう。

期限刀、過ぎ定保険証は、役場保険

年金課へお返し<定さい。

なお、国民健康保険から社会保険

等に加入しだ万で、資格喪失手続き

を済まされていない万は、早急lこ手

続きを行って<芝さい。

@き研修等聾講者募集
愛媛県花き総合指導センター

窟964-5867
受付期間

3月7日 ~31 日

申し込み方法

受講希望講座名(第一、第二希

望)、住所、氏名、年齢、電話番

号を明記の上、往復ハガキで申し

込んで<芝さい。

受講者の決定と通知

・受付期間内lこ申し込みのあっ左万

|こ、後日決定の通知をします。な

お、定数を超え定場合は、掴選|こ

より決定します。

・一人一講座を原則とし、第一希望

講座が定数を超え第二希望講座|こ

余裕がある場合は、第二希望|こ振

り替えます。

種類
花づくり講座
菊づくり実践講座

押し花講座

定数
40名

40名

20名

フラワーデザイツ講座 I 30名

パイテク講座 I 40名
(生産者、 jZ導者対象) I 

経費

無料

24 ， 000円
盗盟L
1 9 ，000円
(年6固)

無料

。子・寡婦融資金
県庁児童福祉課

窟941-2111側内線2532
松山市ガ中鞍市に指定されだこと

により、愛媛県が取り扱ってい定松

山市在住の万に対する母子・寡婦福

祉資金の貸付けは、平成12年4月から

松山市が行うこと|こなります。

4月 1 日までに住所を松山市へ異動

される万はご注意<芝さい。ま芝、

関係する万|こ|耳、県から別途通知が

ありますので、ご確認<芝さい。

。糊区地区計画変更麟
役場都市整備課

冨964-2001側内線413
松山広域都市計画牛測地区地区計

画|こ関する都市計画(重信町決定)

の変霊案の縦覧を下記のとおり行い

ます。

縦覧期間

平成12年3月 13日但)~

平成12年3月27 日伺)

縦覧場所

重信町役場別館2階

都市整備課

Infor゚lation� 
e通事故の発生状況

松山南交通安全協会
富958-6558

平成12年2月 10日現在

本年 | 昨年比
153 I +11 

186 I +14 
(松山南警察署管内)

・よく見る、ゆっくり走る、止まって確認
・シートベルトと緊張感
・夜間事故が多発傾向

重信まごころ銀行に次の方から

金一封を寄付下さいまし足。温か

い善意ありがとうございます。

(敬称略)

〈一般寄附〉

重信町婦人会

国立療養所愛媛病院(横沼原)

〈香典返し〉

葛原喜代子(野田)

亡夫・清

森建次郎(上林)

亡母・タツヲ

井門政雄(大阪府)

亡父・義夫

渡部佐悪手(上林)

亡夫 ・ 良一

井上徳雄(下林)

亡母・キシ工

越智秀文(下林)

亡父・利八郎

14 
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1 月末、 東温消防署|こ他日本損害保険協会

から消防自動車が寄贈されまし定。

昭和63年|こ同協会から贈られ芝|ま|ま同じ

性能の車ガ、老朽化し左足めで、 「損害保険号

とうあん」と名付けられ左新しい消防自動

車が合後の消火活動に役立つ予定です。

関係者約50人が出席し、 受納式が行われ

足後、 川内町と重信町両町内をパレ ド し

ましだ。

総
合
公
園
で
マ
ラ
ソ
ン
・
駅
伝
大
会

二
月
一
三
目
、
春
の
日
差
し
を
思
わ

せ
る
天
候
の
中

、

雨
天
巴
よ
り
一
週
間

遅
れ
で
、

重
信
町
健
康
マ
ラ
ソ
ン

・
駅
伝

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
だ
。

ムフ
年
か
ら
は

、

会
場
を
昨
年
オ
ー

プ

ン
し
だ
重
信
町
総
合
公
園

(西
岡
)
巳
移

し
、

選
手
巴
と
っ
て
は
ア
ッ
プ

ダ
ウ

ン

の
激
し
い
コ
ー
ス
仁
な
り
ま
し
定

、

ガ
、

周
辺
の
景
色
を
眺
め
な
が
ら

、

ま
だ
応

援
の
人
定
ち
も
多

く
、

励
み
仁
な
っ
左

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

日
頃
か
ら

、

無
理
の
な
い
自
分
に
あ

っ
左
体
力
づ
く
り
を
行
い

、

ス
ポ
ー
ツ

C
親
し
み
ま
し
ょ
う

。
(
表
紙
写
真
関
連
)

健
康
マ
ラ
ソ
ン
上
位
入
賞
者

小
学
生
男
子

一
位
松
下
智
幸

(上
林
小
六
年
)

二
位
村
越
友
祐

(北
吉
井
小
五
年
)

三
位
酒
井
俊
宏

(北
吉
井
小
三
年)

小
学
生
女
手

一
位

酒
井
麻
衣
子
(北
吉
井
小
六
年)

二
位
西
村
佳
恵

(北
吉
井
小
五
年)

三
位
森
春
香

(上
林
小
四
年
)

中
学
生
男
手

一
位
玉
井
健
太
郎

中
学
生
女
手

一
位
阪
中
英
里
加

一
般
男
予

一
位
近
藤
桂

太

一
般
女
子

一
位
堀
田
智

7
7

四
O
O
歳
駅
伝
(
分
館
対
抗
)

一
位
横
沼
原

二
位
西
岡

三
位
上

林

四
位
田
窪

五
位
見
奈
良

六
位
志
津
川

部
活
動
対
抗
駅
伝
(
男
予
)

一
位
サ
ッ
カ

ー

A

二
位
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
A

三
位
陸
上

部
活
動
苅
抗
駅
伝
(
女
予
)

一
位
陸
上

二
位

ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
A

三
位

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
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窓の籍戸 (2月10日までの届出分)

住所 氏名 年令 死亡の日

田窪 海稲公平 88 1 ・ 14

上村 倉瀬達雄 71 1 ・ 14

牛淵 川端芳子 72 1 ・ 17

下林 野中久光 80 1 . 18 

野田3丁目 面川ト ミ力 84 1 . 19 

牛淵 井門義夫 85 1 .20 

山之内 加藤春美 79 1 . 20 

下林 井上キシヱ 87 1 .23 

上村 永野義数 84 1 .24 

下林 野中幾雄 72 1 .27 

田窪 森川信手 84 1 .28 

上村 永野千鶴子 85 1 ・ 30

田窪 松田次郎 82 1 . 31 

下林 河野新一 90 2 ・ 5

下林 小山晴一 85 2 ・ 5

野田1丁目 岡田都恵 78 2 ・ 8

死亡(お悔やみ申し上げます)出生 (おめでとう)
住所 出生児 保護者 生年月日|

野田1丁目 児島英里 厚

樋口 石山古こ都と 乃白 徳美 1 ・ 27

田窪 東 小こ隠晴る 洋一 1 • 31 

見奈良 河野街宣 敏明 1 ・ 31 1 

鵡寒
死亡(お悔やみ申し上げます)
住所 氏名 年令 死tの日

田窪 丹下セキ 77 1 ・ 3

横沼原 渡部定男 66 1 ・ 7

南野田 束村サハヱ 79 1 ・ 1 0

下林 宮崎博義 53 1 ・ 1 2

田窪 菅露子 94 1 ・ 12

住所 出生児 保護者 生年月日

志津川 漬田聖ロい菜8 12 ・ 26

横河原 大上幹人 博基 12 ・ 29

野田1丁目 大窟ゆ由い奈毛主 智由生 12 ・ 30
鼠じ品

牛淵 坂田一 誠 1 • 1 

樋 口 小掠尖長 F呈 1 ・ 2

見奈良 小堤美み 羽う 健 1 ・ 4

志津川 和泉貫刀ん太疋 守洋 1 . 7 

西岡
松木リ龍ゅう大tい

政志 1 ・ 12

田窪 船岡遼 啓二 1 ・ 15

牛淵 員鍋桃花 博人 1 • 16 

横河原 藤田 も基とい 一郎 1 . 17 

野田1丁目 森田桃未 晃則 1 ・ 17

野田2丁目 松本銭入 研二 1 ・ 23

西 岡 矢羽田区春る奈8 康徳 1 .24 

出生(おめでとう)

以
日
嵩
「

-
4
3
h，

N
0
0
0
刊
ω
司
4
囚
鴻
司

同
隅
刷
、
U
J

品

川
川
山
田

事7
醐| 行 事 名 | とき | ところ |日曜)1 行 事 名 I-t-~I と こ ろ

【鍾謹幽監鍾極幽調三極脳的見山L 込~2α月四(J) t;:.~豆今月要性ぞ一一ー ー一一-一一一一一一一
|公共施設利用申し込み受け付け (6月分) 1 9: 30~1D :00 1 町民 会館 | | 当番医藤石病院 重信町志津川富964-1234

1 附註吾蚕掃海弱記一一一一11手記訂正3ôT面f 長f -会ー語12 1閃 !
図書面扇IJ蚕扇面記長瓦Jb4J{員長尚一-- - -----1淵↓哩主投l世~)RJl* . 里哩醇旦佐一一一一一一ー 一-

2附+--------'--'---------------~--.. ， 移動図書館車(志津川・西岡・田窪 ・牛測 ・牛測団地)

38討| 1 町立幼稚園卒園式

4出 1~...~ __l" ..L_.._f... I """""' ~_ ，J..，... A s:=IlK%' .....1 _1 " -_ lIr.I:' \/AI ,L r=-:- \ 1 23附 [/~~~三五id設ー一一ーー ー一;[15iE1Eid lHE瓦:年
燃やさないごみ(空き缶・金属類、ぴん ・ ガラス類) (全地区) 1 I~一一一ー ーJ |移動図書館車(上樋 ・矯磨台・野田・新村・北野田)
燃やさないごみ(ペットボトル、 その他) (横河原区) I� 

一一一一一一一 一ー ー~-,., I 町立小学校卒業式
5 (日) 1 粗大ごみ(績河原区) 一 一一 一 ー 一一 | 24幽「毒誌面書面孟{上元:7ii-手話f一一一一一一一一

i明白却さー一 二二一二[9jg二~~~][rI門竺主引25出 i お話会 114:00~ 15:00 1 図
当番医 国立療養所愛媛病院重信町横河原 富964-241 1 1 1 ，燃やさないごみ(ペットボトル、その他) (横河原区以外)

6(月)1 星空教室 1 19:30~2 1 :30 1 図 書 館 I__J瓦云と云通達面面面一一一一一一-

おI \26(日)陣逗謀長二二二二二二二r~~jf~量
9附|行政 ・ 心配ごと相談 11 3 : 00~ 15 :00 I 町民会館 I 1 当番医いずみだ眼科 重信町田窪 富955ー0080
1悩1----------'-----'-------I 27(刷

1 1出 28WI 移動図書館車(山之内・樋口・横河原)

燃やさないごみ(ペットボトル、その他) (横河原区以外) 巴E盟
ーーーーーーーー ーー ーー ーーー ーー「ーァーーー ー ーー ー T iJ，;ーーーーーーー ;;:'Î 3ο同

重信少年少女合唱団定期演奏会什4: 00~ 1 町 民会館1ミヰ持
1加) 1 履面長雨一一一一一一」一一一回一子計1 幽|国民健康保険戸向型均 一一ー一一一一

+ー一一一 ー一 一』一--< ・，-- .~ 

第22四重信町少年剣道大会 1 9: 00~ 1 卜レーニン先月一 !\ 亡、'..'_;;~ ""' 
L一一一一_ _.l一一一ーイ 1 出

当番医 増田整形外科 松山市南梅本町 富970-2020斗二旦，
1 3(月)1 1 l思î-\'!'ð主Y三号J空雪量二孝男塑二台モ:空三号塑)(~型P1L--
14ω| 移動図書館車(山之内 ・樋口 横河原) 1 2 (印 l啓竺主t、三引竺生子山， f(J)1i理)惇型原j型一ーー一一ーー
1 5bk) ~読書会 「源氏物語J__________L坦 : 3い?~~~l~ 民会制 ト哩キヨf明男巴一一一一一一一一一一
附「移動図書館車(重信幼稚園)------- -- ---- --- -- --- ----l___j 当番医池川内科・神経内科 重信町志津川 富964ー7787

16附|移動図書館車(拝志小学校) 3 (月)1 社会保険出張相談所 110:00~1 6 : 00 1 商 工会館
| パ閃 l
|重信中学校卒業式 日空

1 7樹izza函書面逼(J:.~*/J\寺64hl - 一一一一一一--1 5 刷読書会「源氏物語J
1脳1 ,---- - --,- ,- " . . ,_, ~閥|

' 燃やさないごみ(空き缶 ・ 金属類、ぴん・ ガラス類) (全地区) I7 凶 | 公共施設利用申し込み受け付け (7月分) 1 9:30~ 10 : 00 1 町民 会館
除草さlic、EAlλぶ示7ML:ミ五福[(通詞原註γ一一一一一羽田 | お話会 114:00~ 15 : 00 1 図 書 館

19(自作者三忍耐房長〔二二二二二二二二二二J 9 (日) ~~-~~弘、担竺tmJ竺!切f哲男j.. :[:$'})一一 ー
当番医岸本医院 川内町北方冨966-5670I -" 1 当番医中川病院 松山市南梅本町富976-7811

一咽 I需者J fLn
F有事p'亨lY'よ 71

書館

113 : 30~1 5 : 30 I 町民会館
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